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すでに多くの吸虫類における体壁微細構造が電顕によ

って研究されている（Lee，1966,1972；Lumsden，

1975；Erasmus，1977)．そのうち，レジアの体壁微細

構造はＡＣα"Zﾉｶ”αryphi"ｍＳＰｉ""JCS""Z（Bilsand

Martin，1966)，Ｅ”ﾉｶ”/orcAiscaJit/iｏｒ"ie"sｉｓ（Bils

andMartin，1966)，ＨＪ"ｚａｓＺｈｍ７ｈｉ深`α"ａ（Bilsand

Martin，1966)，ＭｂＺ〃eZmsp．（BilsandMartin，

1966)，nJγoγc肋αcα"Ｚｈ"ｓ（BilsandMartin，1966；

Rees，1966,1971)，Ｏ<ｙＰＺｏｃｏＭｅＪｉ"g"ａ（ＫｒｕｐａｃＺ

ａＺ.，１９６７；ＩｒｗｉｎｅＺａＺ.，1978)，Ｍ”/ｂａｓｉｓｍｇで"i‐

/Ｍ"ｉｓ（Ｋ`ie，1971)，ＳＰｈａｅ〃ioZ7wlzagZom〃ｓ

(Reader，1972）において報告されている．しかし大

平肺吸虫のレジアにおいては扇田（1954)，吉田・宮本

(1959)，横川ら（1960)，Kawashima（1965）などによ

る光顕的観察があるにすぎない．そこで今回，大平肺吸

虫第２代レジアの体壁微細構造を電顕的に観察し，いく

つかの興味ある知見を得たので報告する．

観察

レジアの外皮層は一層の細胞質からなるシンシチウム

で，その厚さは外皮層の屈曲により差をみとめるが，約

0.2｣ｕである（Figs、１，３，４，５）．外皮層は明確な

３層構造をしめす細胞膜で被われる（Figs、４，５)．ま

た多数の微絨毛様突出が存在する（Figs，１，３，５)．

それらは直径約0.15〃，長さ約0.8/uであり，まれに分

岐する．外皮層表面の細胞膜には飲細胞運動をしめす小

さな窩がみとめられる（Fig.３）．

外皮層中には少数のミトコンドリアや多数の空胞，小

胞さらに空胞に似た膜様構造物が存在する（Figs、１，

３，５）．ミトコンドリアは大部分管状で，数本のクリ

ステを持つ．さらに外皮層中には，膜に包まれた両凹の

円盤状穎粒もみとめられる．それらは電子密度の高い均

質な基質をふくむ（Fig.４非′

外皮層の基底部は基底細胞膜で境されている．この基

底細胞膜はしばしば外皮層の細胞質中へ陥入する（Fig.

５）．

基底細胞膜の下方に良く発達した厚い基底板と発達の

良くない筋層が存在する．基底細胞膜と基底板はヘミデ

スモゾームで連結する（Fig.５）．

外皮層は基底板と筋層を貫く細胞質性細管により筋層

下の上皮細胞と連絡する（Fig.１）．上皮細胞の核は不

整形で，多量のへテロクロマチンをふくみ，核膜の内腔

は拡張し，電子密度の低い物質をふくむ（Fig.２）．粗

面小胞体は良く発達し，細胞質中に分散する．その内腔

も核膜の内腔と同様に拡張し，電子密度の低い物質をふ

くむ．核膜と粗面小胞体との連絡がみとめられる（Fig.

２）．さらに，その細胞質中にミトコンドリア，多数の

材料および方法

大平肺吸虫ＲＪ７ａｇｏ"illz"ｓｏ/iiraiMiyazaki，１９３９第

２代レジアは，ミラシジウムをナタネミズツポＯ"ＣＯ‐

'"ｅｍ"iα〃z〃"zαに感染させ，約４ケ月後にそのカイを

破砕し，取り出したものを使用した．採集したレジアは

2.5％グルタールアルデヒド（0.1Ｍ燐酸緩衝液，ｐＨ

7.4）と１％オスミック酸（0.1Ｍ燐酸緩衝液，ｐＨ7.4）

の２重固定後，アセトン系列で脱水，Ｅｐｏｎ８１２に包埋

した．切片の染色は酢酸ウラニルとクエン酸鉛の２重染

色をおこない日本電子JEM-100C型透過電顕により

加速電圧80ｋＶで観察した．
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リポゾーム，大小さまざまな空胞または小胞，空胞に似

た膜様構造物がふくまれる（Fig.１）．また外皮層中に

観察された穎粒に類似する穎粒がみとめられる．良く発

達したゴルジ体は核の近くに存在し，細網状の基質をそ

の内腔にふくむ．

顕微鏡により観察した．

その外皮層は一層の細胞質からなるシンシチウムであ

り，筋層下方の核をもつ上皮細胞と細胞質性小管によっ

て連絡する．外皮層表面には多数の微絨毛様突出があ

り，飲細胞運動がみとめられ，これにより外界から物質

を吸収することが示唆された．外皮層の基底部の細胞膜

は外皮層基質中へ陥入する．さらに種々の大きさの空

胞，小胞，膜様構造物，ミトコンドリア，両凹の円盤状

である電子密度の高い穎粒が外皮層中にみとめられる．

上皮細胞は空胞，小胞，膜様構造物，ミトコンドリ

ア，両凹の円盤状である電子密度の高い穎粒，リポゾー

ム，粗面小胞体などをふくむ．

考察

今回の観察結果から，大平肺吸虫第２代レジァの体壁

の基本的構造は今までに報告されている他の吸虫類のレ

ジア（BilsandMartin，１９６６；Rees，1966,1971；

ＫｒｕｐａｃＺａＺ.，１９６７；Ｋ○ie，１９７１；Reader，１９７２；

IrwineZaZ.，1978）に一致することが明らかにされた．

大平肺吸虫レジアで観察された外皮層と上皮細胞の連絡

は，Ｋ`iｅ（1971）によりⅣ.〃"gc"i/bγ伽s，Reader

（1972）によりＳ・ｇＪｏＭ"Ｓのレジアで報告されてい

る．

大平肺吸虫レジアの外皮層表面は微絨毛様突出をもっ

ている．他種のレジアでは，外皮層表面に微絨毛様突

出，微絨毛あるいはヒダ状の突出をもち，その形態は種

ごとに異なることが知られている．これらレジアの微絨

毛あるいは突出は外皮層の表面積の拡大に関与してお

り，栄養摂取に関係するものと考えられる（Bilsand

Martin，１９６６；Rees，1966,1971；ＫｕｒｐａｅＺａＺ.，1967；

McDanielandDixon，１９６７；Ｋ`ie，１９７１；ＩｒｗｉｎｅＺ

ａＺ.，1978)．

大平肺吸虫のレジアの外皮層は飲細胞運動による物質

摂取をおこなうことが本研究で観察された．同様な観察

はＫｒｕｐａｅＺα/､，（1967）によってＣ〃"g"αで，

K`iｅ（1971）によってⅣ.〃'IgE"i/bγ，'zｉｓで報告され

ている．

大平肺吸虫レジアの外皮層の基底細胞膜が外皮層基質

中へ陥入する像がみとめられたが，このような陥入は

多くの吸虫類のメタセルカリアや成虫でもみとめられ

(Threadgold，１９６５；Burton，１９６６；Erasmus，１９６７；

Hockley，1973)，レジアではKrupaeraZ.，（1967）の

Ｃ〃"g〃α，Ｋ‘iｅ（1971）のⅣ.〃'zgwzi/iｏｒ'"ｉｓにおけ

る報告がある．ThreadgoldandBrennan（1978）は

Rzscioルハ⑫αがcα成虫の外皮層の陥入した基底細胞膜

にＮａ+，Ｋ+，ATPaseの存在と外界の浸透圧の影響を

みとめ，その陥入はイオンや水分の輸送に関係する可能

性のあることを示唆した．
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Abstract

ULTRASTRUCTURAL STUDY ON THE BODY WALL OF THE

SECOND GENERATION REDIA OF A LUNG-FLUKE,

PARAGONIMUS OHIRAI MIYAZAKI, 1939

Koichi FUKUDA AND FUSANORI HAMAJIMA

(Department of Parasitology, National Defense Medical

College, Tokorozawa, Japan)

The tegument and associated structures of the second generation redia of Paragonimus

ohirai Miyazaki, 1939 were observed with the transmission electron microscope.

The tegument is syncytial and connected by protoplasmic tubes with nucleated subtegu-

mental cells lying below muscle layers.

Many microvillous projections are observed on the surface of the tegument. Crypts of

the surface plasma membrane are suggestive of pinocytosis. Infolds of the basal plasma

membrane into the matrix of the tegument are also present. Various sizes of vacuoles,

vesicles, membranous bodies, mitochondria and biconcave disk-shaped dense granules are em

bedded in the tegument.

The subtegumental cells contain vacuoles, vesicles, membranous bodies, mitochondria,

biconcave disk-shaped dense granules, rough endoplasmic reticulum and ribosomes.

The ultrastructure of the tegument and associated structures of second generation redia

of P. ohirai was compared to those of other trematode rediae and the possibility of the ab

sorption of nutrients through the tegument was discussed.
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ExplanationofFigures

PortionofthebodywaUshowingprotoplasmictubｅ（ＰＴ）thatconnectsthetegu-

mentwiththesubtegumentalcelL（scale：0.5/(）×36,000

PartｏｆｔｈｅｓｕｂｔｅｇｕｍｅｎｔａｌｃｅｌＬＮｏｔｅｔｈｅｃonnectionbetweenroughendoplasmic

reticulumandnuclearenvelope（arrowhead)．（scale：0.5/』）×36,000

Sectionthroughtheapicalregionoｆｔｈｅｂｏｄｙｗａｌｌｗｉｔｈｃｒｙｐｔ（ＣＲ)，whichshows

pinocytosis．（scale：0.5/(）×36,000
Sectionthroughthetegumentshowinggranulesofelectron-densehomogenous

materiaLSomeofthegranulesareglobularinappearance，ｂｕｔｏｔｈｅｒｓｓｈｏｗｄｕｍｂ‐

bell-likeones、Thegranulesappeartohavebiconcavedisk-likeshape．（scale：

0.Ｍ）×59,000
Sectionthroughtheapicalregionofthebodywallshowinginfolds（１）ofthe

basalplasmamembraneintothematrixofthetegument．（scale：0.1/z）×59,000
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